
７月３０日・８月２７日の２日間、市役所本庁

舎で行われた“協働”研修事業に(特)こまき市民

活動ネットワークより依頼を受け、共同代表の山

中さんと古木が参加しました。

１回目は、「市民活動とは何？」など行政と市

民が力を合わせて働けることの基本を考えてもら

うために、多くの資料が用意され、私も学ばせて

いただきました。当会会報「つながって⇒ひろげ

る NO.４」も全員に配布しました。

市民活動団体として、アレルギーの子どもを持つ親の会、外国人に日本語やマナーを教える団

体、そして当会の親切なワークシートが用意されていました。それぞれの団体が活動内容を話し、

その後、各グループに分かれて、意見交換をしました。聴覚障害者の情報保障として、音声文字変

換が必要なことを理解していただくために、音声認識アプリ「ＵＤトーク」を前のスクリーンに映

し出し、参加者に見ていただきました。このときは、ＵＤトークがほぼ完ぺきに皆さんの発言を文

字に変換してくれて、上手くＰＲができたと思います。

２回目は、岩倉市職員を招いて「職員の枠をこえて…活動事例」の発表と市民活動団体と一緒に

協働による解決策を 1 回目と同じメンバーでグループ討議をしました。当会についての感想として

「個々でできないことをみんなでやるという取り組みがすばらしい」「市内に約６０００人もの障

害者がいるとは知らなかった」「障害者団体の活動をより多く知ってもらう為に職員が団体の活動

に知識を深めていきたい」「喜びを感じた瞬間はどんなと

きか」などなど。新入職員が対象なので、柔軟な頭で受け

止めてもらえたと思います。私たちも市役所に足を運び、

共にやれそうなことを提案していけたら素晴らしいなぁと

思いました。また、問いかけにもありましたが、個々に活

動する障害者団体に上手くアプローチする方法を探ってい

かなくては…と感じました。今回の研修会に呼んでもらい、

市の職員に聴覚障害者の情報保障の方法を知ってもらうい

い機会となりました。今後の市主催講演会で活かされると

嬉しいと思っています。
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▲新入職員֭皆֔בג前֪Ւ会֭活動内容׃取׉組

Ւ課題֪֣֩֨փ֥発表ֽ֖֖֞Փ־

▲Ӽ回目֭研修֦֮զ։互փ֭強ב־活֊֖֥Ւ

小牧市֭課題ב解決ׇ֖֥־օ！է֧փօ׻՛

֦ؓ話֖合փՒב׽بؖר発表ֽ֖֖֞Փ
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㕸月֮Ւ毎年定例会֮։休ֽ֖֘ב־Փ㕹月֭定例会֮Ւ会員֮講師

֪֢֥֩զ遊字էב楽ֽ֖֖֞־Փ㕲֊月ֵ֪׉皆֔ג֋元気֩顔ב合׎

֥֚Ւ思փ思փ֪筆ב運ֲֽ֖֞Փզ֦֩ג־׉ְ֢׃集օ֭֮楽֖

փ！էՓ転入֔֞׋高齢難聴者֋զ友達֋欲֖փէ֧福祉課ַ問փ合׎

Փֽ֖֞׋参加֧֔֞׋紹介֔בՒ当会֥׋֔ב֚ 明׊փ笑顔ב取׉

戻֖֥փ֞֟ב֧֒׊֐願֢֥փֽ֘Փ㕱㕰月֮㕵年ֵ֪׉福祉課֊׈

職員ב招֌Ւ福祉行政Ւ特֪聴覚障害制度ב学ֲֽ֖֞Փ私֪֧֢֞֠

֥要約筆記派遣֭申請資格֭有無֮生活֭質ׁ֪֊֊ֽ֘׉׎Փ

小牧市難聴Ք中途失聴者協会

連絡会֦֮Ӽנ月֪ӻ度Ւ定例会ב開催֖֥փֽ֘Փӻӻ月֭定例会֦֮Ւ新型׉ׇ֪׮ؠיכ׿آר集ֽ׋

֩փ場合֭対応策֧֖֥ՒԩԞԞԚ Փֽ֖֖֞ב会議֭練習بי؞بן使֢֞ב

؟،ח生ֿ֋易֖Փ׉ׇ׊֋Ւ案֖֦֙֞׽՛״׮上֑֥֭ב弱փ面々Փ重փ腰֪ؠ״׭׼言և֧֯֊׈֠֨

着֌ֽ֖֞Փ֧Ւ֒֒׉ֽ֦֨֞׌֧֒׊参加֪֘ץبט׻Ւؔ՛׈փ֩֋׈教ևׁ֥בՒ手順֖׾՛آبכ׵ב

֦時間切׋Փ初回֭練習ֽֽ֦֧֖֮֒֒֩֞׉Փ若干֭不安֮ցׁ֭֭׊Ւց֧֮実践ց֦֘־֭׊！

▲ԃ月֭定例会֦զ遊字էב楽ֿ֖会員

ג֔֩־֭

使֢֥֭練習風בبרײ؆׃بמ؊׽՛ؓ׮

景Փ視覚׃聴覚֪障害֭ց׊方ׁՒ֜׋֝׋

対応֖֞׉׃方֦参加ֽ֖֖֞Փ

耳֭不自由֩方֭交流会 ӡ参加費無料Ք申込不要Ӣ

日時 ӼӺӼӺӸӻӼӧӻ㕹ӡ土Ӣӻ㕰ӱ㕰㕰～正午

会場 ՛㕳階״بװցփ׋ִ 大会議室

問合先 Ԑԋԧ 㕷㕳－㕹㕴㕳㕳

ՁԱԺՀ ԶՉՆՉԽԺԊՄՃՄӻԀӸՃԴՂӸՂԵӸԻՄ

։子֔׊重度֭障֋փ֭ցֽ֦׋会議֭活用֮Ւ֒بי؞بן

֩֎֘׃介護֦֩֨Ւ定例会֪参加֋難֖֊֢֞方ׁ参加֖֭ג

Փֽ֘׉֋ց׽׸؟փօ֧ؖ׊

֞֟Ւ֭؟،ח使用֪֮費用֋֊׊

׉必要֋ց׊工夫֘בՒ使փ方׀֞

֋課題֦֘Փ׋֜ ӡ平手Ӣ

զ障害者手帳֋֩֎ׁ֥派遣対応֋֦֌֦֭׊Ւ必要֧֩֌֮福祉課֪相談ֺ֖֥֖փէ֧֧֭֒回答בփ֞

֟֌Ւ手帳֭֩փ会員ׁ安心֦֌ֽ֘Փ会員以外ׁ֪Ւ։知֖֚֞׈փ֩ր֧思փֽ֖֞Փ ӡ古木Ӣ



これまでは年に数回、「あそぼう DAY」で、みんなで楽しく過ごせるような催しを行ってきました。魚釣り

や輪投げやたくさんの屋台を並べてお祭りごっこをしました。船を浮かべたり水鉄砲でかけっこしたりして

プール遊びをしました。ハロウィンパーティー、鍋パーティなどもしました。でも今年はできずにここまで来

ました。でもでも、12 月 20 日に、ピアノコンサートを開くことに決めました！！今はその準備中です。いつ

も以上に慎重に意見を出し合い、できること、注意することを考えています。時間はいつもの半分になりま

３

小牧市おもちゃ図書館きらら

小牧市障害者団体連絡会通信 2020-１１

１．犬山市のさら・さくらで『秋桜健康福祉まつり』が中止になり、『秋桜健康展』にパネル展示をしました。

例年 11 月の第 1 日曜日に、犬山市で行われていた『秋桜 健康福祉まつり』が中止となった為、今年は、

『秋桜健康展』が開催され、パネル展示となりました。展示展の開催期間は、

令和 2 年 10 月 29 日(木)～11 月 1 日(日)の予定でしたが、8 日(日)迄

延長しました。

展示については、令和 2 年 10 月 27 日(火)に犬山市のさら・さくらにて

パネル展示をしました。パネル展示の内容については、日本腎臓病協会と愛

知県腎臓病協議会の協力により、腎臓病についてのポスターを 4 枚使用し、

後は当会の紹介のポスターを 1 枚使用し、展示しました。

２.小牧市の小牧市役所で行われた、令和2年度 ワクティブこまき協働啓発事業の『まちを育む 市民

と行政の協働交流会』に参加しました。

小牧市の小牧市役所 本庁舎 601 会議室にて行われた、『まちを育む 市民と行政の協働交流会』に参

加しました。参加者は、市民活動団体13団体と市役所の17係の人達が集まりました。意見交換会は、『安

全・環境』、『健康・福祉』、『教育・子育て』、『文化・スポーツ』の 4 分野で 6 チームに分かれて開催されまし

た。当会は、『健康・福祉』に参加しました。内容としては、小牧のいいところ、よくしたいところを各自挙げ

て、それに対して、いいところを伸ばすアイデアとよくしたいところをよくするアイデアを挙げて参加者で

検討する。そして最後に纏めて発表をする。我々が行っていきたいＣＫＤ対策の啓発活動については、『小

牧市民まつり』に参加するとか、『介護』、『福祉』等に参加する等の意見を頂いたので、来年度以降の小牧

市での行事として検討していきたいと思います。（河合）

▲パネル展示のようす

▲小牧市おもちゃ図書館きららでは、障害や発達に

不安のあるお子さんを対象に、おもちゃの貸し出

しや、遊びの企画（あそぼう DAY）をしています。

す。みんなで歌うことはできません。踊ることもできませ

ん。お友達の近くに座ることもできません。そんな中でよ

り楽しいピアノコンサートにするために、スタッフのハン

ドベル演奏も考えました。衣装も考えています。お土産も

一工夫。まだ試作段階ですが、手作りにしてみなさんに

愛を届けようと思っています。みんなで楽しい時間が過

ごせるように取り組んでいます。（船橋）

犬山・小牧地域腎友会
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いつもは「集う」活動中心ですが、この秋は「集わず」みんなで“繋がる”試みに挑戦！

10 月から 11 月にかけて3 回講座『オンライン休みの国』を開催しました。

日本各地で福祉の支援をされる団体代表者のお話を伺う企画です。

各団体の地（東京・島根・福岡）とワクティブ小牧会場を中継し、参加者は zoom を利用して交流、そして同時

に YouTube 配信までしてしまう！後に見返せる様に YouTube でアーカイブ！！・・・と、初×初×初×初

の取り組みとなりました。

◆SOCIAL WORKEERZ 代表 TOMOYA さん(NHK はじめ TV 出演多数のダンスグループ）

音楽とダンスをコミュニケーションツールとして、あらゆる人が社会参加できる場所を作り続けることをモット

ーとする支援活動。→当事者ダンサーがとても明るく社会へ自らのスタイルを発信されていて、当事者や支援

者が「障害」へのイメージを打破すべく魅せる事の重要さを学びました。

◆できわかクリエーターズ 代表引地さん(作業療法士）

重度障害児（者）が教育と社会参加の機会損失を防ぐために、ICT 機器を用いて可能性を最大限に引き出すた

めの支援活動。→意思発信が難しいとされていた方々の生活 QOL が格段に向上している現場を知り、あきら

めない支援者の存在と怖れずに新技術であるデジタルを活用する事の有効性は非常に大きいと判りました。

◆工房 maru 代表吉田さん(障害福祉サービス事業所）

障がいある人には人や社会との関わりの中で何らかの役割が必ずあるということを信じ、否定せずあきらめず

アイデアを出し合い、生み出される作品やアートに取り組む障がい者の姿を世の中へ発信する支援活動。→お

話の中で「支援は 2 者間で完結するものではなく（完結させちゃいけない！）、支援する人が社会と関わってこ

そ、私たちの支援は活かされる」との言葉にまさにその通りだと強く共感しました。

しきの会はこの先どのような支援活動ができるだろう。と先駆する団体のお話を聞いて自ら問いながらも、

これまでの取り組みである『障がいがあってもいきいきと生活される“その人の魅力”が出せる場を作ってい

く事』をスタッフ一同再認識しました。

☆9 月にはオンラインプラネタリウムを開催し、心穏やかに素晴らしい星空と素敵な時間を山梨・岐阜・愛知

をつないで共有しました。ケーブル TV で取り上げていただきました。

☆11 月にははじめて市内小学校の「福祉実践教室」の講師依頼をうけ授業を受け持ちました。内容や構成に

工夫を凝らし、多くの児童・先生から好評をいただけました。 （関）

しきの会

コロナのせいで色々な活動が軒並、中止になりました。でも、そういった事情の中でリモート等の利用をす

すめる良いタイミングになりました。役員会も LINE を利用したり、県の『わいわいカーニバル』も ZOOMと

YouTube での配信を行いました。出来ることなら、みんなの顔を見て、話をしたいですが、コロナが終息す

るまでには、時間が必要そうです。これからも、感染リスクの高い子供

達が安心して集まれるようになるまで、充分な注意をしながら、試行

錯誤ですが、会を続けていけるように、頑張っています。

…マスク生活がこんなに続き、『当たり前』の普通の事になっている

のが、個人的には驚きです(T^T) （上田）

▲リモートで行われた『わいわいカーニバル』

小牧市肢体不自由児者父母の会
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視覚障֋փ者֋安全֪行動֦֌ׇ׊օՒ小牧市内֭音響信号֭

設置ב見直֜օ֧小牧警察署֪֩֨働֌֊֥֖ב֐փ֧֞֒׌Ւ

ը高度化ԟԔԍԢթ搭載֭信号機֦安全通行֭֭֞׀専用؟،ח֋使

用֦֌ב֧֒׊知ֽ֖֞׉Փ֦֜֒Ւ֦֪֘設置֥֔׋փ׊静岡駅

前֦㕷月֪体験会ב開催Փ広報誌ՒԐԱԳԵԲՃՃԽ ׁ֪紹介֖֥֌ֽ

֖֞Փ֖֊֖Ւ諸々問題点֋ց֧֒׊֋׉֊׎ՒԂ月Ւ愛知県議員会

館֪֥県議員同席֭上Ւ日本信号様֧意見交換ב行փֽ֖֞Փ֜

֭後Ւ年内֪改善改良֔ב֧֒׊׋受֐Ւ愛知県盲人福祉連合会

֋Ւ֖֦֞׉段取׊提出֘בօ要望書ׇ׊׋通֖県内֪導入֔ב

国֋来年度֪ӼӺӺӺ機֭導入ב決֧֞׀言օ報道֋ց֢֞֞׀Ւ

現在֮動向ב見守֢֥փ֦֘׌֧֒׊Փ

小牧市障害者団体連絡会通信 ӼӺӼӺӷӻӻ

֌ֽ֒׉֯֒֒

今年Ӽ月Ԃ日֪Ւֽ֒֒֯֒׉֌զ当事者֊׈学ֵէ企画֦Ւ視覚障害֭方֭։話ב聞փ֥以来Ւ׿آר禍

֦活動休止Փԁ 月֊׈ Ӽ 月֪ث ӻ 度֭定例会ב再開ֽ֖֖֞֋Ւ感染予防֭֞׀少人数֦֭会議֦֘Փ

今年度֮Ւ֒֒֯؅بؖ׉՛֭関心事׃Ւ不安֪思֢֥փב֧֒׊話֜օ֧言օ֧֦֒Ւ㕹月 ӻӼ 日֪֮障

害者年金֧֭֒Ւ将来自立ֺ֖֥֖փ֧փօ親֭願փ׃親亡֌後֭心配Ւ成年後見֧֭֒ؠץ׃՛،ؐ՛

ؕՒ生活基盤ב作׃֧֒׊։金֭管理֪֣փ֥等Ւփ׌փ֩׌不安֋話ֽ֖֔֞׋Փֽ֞Ւӻӻ 月 ӻӾ 日֪

֮Ւ年度内֪֦֌׊֊֨օ֊֮֩׈֊׎փ֋Ւ障害֪֣փ֥伝և׊活動ב続ׇ֐օ֧փօ֧֦֒Ւզ発達障

害է׻ב՛֪ؓ準備ב֧֒׊֘ב話֖合փֽ֖֞Փ発達障害֪֣փ֥֭説明׃当事者Ք家族֭思փב多֎֭

人֪知֢֥փׇ֞֟׊֐օ֩内容ב検討֖֥փ֎予定֦֘Փן׼؈配信ב検討中Ӫ֞֎֭֔ג人֪見ֺ֥֖

փ֦֘Փӡ御手洗Ӣ

ֽ֒֌視覚障֋փ者֭会

会֦֮発足当初֊׈ Ԕԣ 化時代֭訪ב׋感֗Ւ視覚障֋փ者֋

ԺԟԸՃՂԵ փֽ֘Փԃ֥֖ב目的֧֖活動ב֧֒׊օׇ֪֩׊使ևב 月 ӼԀ

日Ւӻӻ月ԁ日֧ ԺԟԸՃՂԵ講座ב開催֖֭ؑחט׻ب؞方々֭協力ב得֥

大変良փ成果֋得֦֭֞׋׈Ւ定期的֪開催֧ב考և計画֖֥փֽ֘Փ

ӡ水谷Ӣ

▲静岡֦֭体験会֦֮Ւ静岡駅֊׈県庁

方面ַ֭往復約 ӻӸӿ㖞㖠ב歩փ֥Ւ専用

Փֽ֖֞׀֊確ב操作性׃動作֭؟،ח

▲ӻӻ月֭ ԺԟԸՃՂԵ講座֪֮介

助者Ւؑבחט׻ب؞含ֿӼӽ

名֋参加ֽ֖֖֞Փ

׽ب؎יؠؘ׬؏׮׮ؓ׮؟פ ӡ参加費無料Ք申込不要Ӣ

日時 ӼӺӼӺӸӻӼӧӻӼӡ土ӢӻӽӱӽӺ～㕱㕴ӱ㕳㕰 ׮ؓ׮؟פ ԙԔԥԏ

㕱㕴ӱ㕳㕰～㕱㕵ӱ㕳㕰 ։ָׂ֖بآת׉

会場 ֽ֒֌市民交流׮؞׻ ן؉؞֌ӡֽ֒؋ט׻פؤ Ӽ 階Ӣ

主催 ֽ֒֌視覚障֋փ者֭会㕪֖֌֭会
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日々֭暮֖֭׈中֦感֧֗֞֒׃体験֖֧֞֒֩֨Ւג֔֩־

։待֖֥֠փֽ֘Փ気軽֪։寄֚֎֟֔փՓב׉։便֭׈֊

ԃӹӼԀӡ土Ӣզֽ֒֌視覚障֋փ者֭会է主催֭զԺԟԸՃՂԵ 講座է

見学֥֚֔փ֞֟֌ֽ֖֞Փ事前֪予約ׁ֚֙Ւ突然։邪魔֖ב

Ւց֞֞֊֎迎և֥֎֟֔փֽ֖֞Փ֙׈׎֊֊ׁ֪֞

ԐԱԳԵԲՃՃԽ ֦拝見֖֥փ׊永徳֪֔ג։会փ֦֌ׁ֭֞感激

֦֖֞Փ音声入力׽ب״׮׬ח機能զՇԺՆԺէ֭使փ方Ւզؑן׮י՛؅

՛է֥֖֪بןב音声֦携帯ב便利֪使փ֒֩֘方法Փ֭֜他Ւ֨

熱心֪גփ֊֩֨Ւ皆֔֘׃֋使փ؟،ח֩ג ԺԟԸՃՂԵ 操作֔ב

փֽ֖֞Փ֥׋

永徳֮֔גՒ参加者֊֭׈質問ׁ֪丁寧֪֘׃׉֊׎֎答և֥

փׂ֖֢׈փֽ֖֞Փ֓自身֋実際֪活用֖֥փ֦֭׊ׂ֖֢׈

説得力ׁ感ֽ֖֗֞Փ参加者ׁ֭ג֔֩־Ւׁ֧֥積極的֦驚֌ֽ֖֞Փ私֮בؐؓ׮上手֎使փ֒֩

֖֥փ׊方֦֮֩փ֦֭Ւ新֖փ発見ׁց׉Ւׁ֧֥勉強ֽ֪֖֩֞׉Փ

私֮Ւ声֭ؑחט׻ب؞զ֊֢֒օէ֪所属֖֥։׉Ւ視覚障֋փ者֭方֪Ւզ広報ֽ֒֌էզֽ֒֌市議

会ׇ֟׉էզ社協ׇ֟׉է֭他Ւ依頼図書֭音訳֩֨ב行֢֥փֽ֘Փ私֞֠֋Ւ視覚障֋փ者֭為֭音

訳֪ؑחט׻ب؞関֢֞׎約ӽԂ年前֧֮Ւ劇的֪状況֋変化֖֥փֽ֘Փ情報֭多֔Ւ֜ב׋伝և׊㖂

㖍֭֩֨技術Ւׇ֪֭֩֜׉情報ׁ֧֢ב知֞׉փ֧փօ利用者֭֔ג気持֠Փ私ׁ֞֠Ւׁ֢֧学֯

思փֽ֘Փ֧֯׋֐֩

講座ב見学֖֥Ւ以前読ֽׁ֥֢֚֞׈詩֭զ目֋ցׁ֢֥見֥փ֧֮׊限֩׈փէ֧փօ一節ב思

փ出ֽ֖֖֞Փ֖֢֊֧׉見֥考և֥Ւ利用者֪֔ג伝և֥փ֒օ֧心֊׈思փֽ֖֞Փ

声֭ؑחט׻ب؞զ֊֢֒օէ 加藤

小牧市障害者団体連絡会通信 ӼӺӼӺӷ㕱㕱

※視覚障害֭ց׊方ַ

ؐ՛ؕ؏՛֪׭本通信֭

Փֽ֘׉版֋ց׽׮ע׻

▲ֽ֒֌市民交流֭׮؞׻多目的

室֦行֞׋׎ ԺԟԸՃՂԵ講座Փ

小牧市障害者団体連絡会通信 ӼӺӼӺ 年㕱㕱月発行

〒㕴㕸㕵－㕰㕸㕱㕱 小牧市光ث丘㕱－㕱 丘㕴－㕴㕰㕳ӡ山中Ӣث光׮׬פח

ժؖ՛ؠի ՁԱԺՀԊԽՃՁԱԽԺӷՇԴՆӸՇԱԽՉՆԱӸՂԵӸԻՄ

ժؐ՛ؕ؏՛׭ի ԸՈՈՄԄӹӹԽՃՁԱԽԺӷՇԴՆӸՇԱԽՉՆԱӸՂԵӸԻՄ

զԺԟԸՃՂԵ講座էב見学֖֥

小牧市障害者団体連絡会加入団体ӡӿӺ 音順Ӣӱ正会員ӡ㕷Ӣ賛助会員ӡ㕵Ӣ

ժ正会員ի 犬山Ք小牧地域腎友会Ւֽ֒֒֯֒׉֌Ւ小牧市։ׁׂ֠図書館֌׈׈Ւֽ֒֌視覚障֋փ者֭会Ւ

小牧市肢体不自由児者父母֭会Ւ小牧市難聴Ք中途失聴者協会Ւ֖֌֭会

ժ賛助会員ի小牧市聴覚障害者福祉協会Ւ小牧։ֱֽ֔؋؞פՒ手話ת՛ؠפ։ֽ֥֟Ւ手話ת՛ִ֯֞ؠפՒ

全国障害者問題研究会小牧ת՛ֽ׊֏֕֊ؠפ

編集後記ӱ先日Ւ視覚障֋փ֭ց׊方֧֞֠食事֧֖֞ב֌֧֭֒Փ料理ב運֦ג֌֞։店֭方֋Ւء׽՛֭上֪何֋֭

֢֥փ֥Ւ֭֜中֪֮熱փ器֋ց֢֥Ւ֒֩ג形֥֖בփ֥Ւ֧Ւ֘׃׉֊׎փׇօ֪言葉ב選ֲ֩֋׈説明֖֥֎֟֔փ

ֽ֖֞Փ֮֜׋当֞׉前֧֭֭֒֩֊ׁ֖֩׋փ֨׋֐Ւ֖֔׃փ心֤֊փִ֪׋Ւց֞֞֊փ気持ֽ֪֖֠֩֞׉Փآר

情景֦֖֞Փӡ平手Ӣ׊禍֭淡々֧֖֞日々֭中Ւ心֪残׿
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